
　第13回気象学史研究会を2023年度春季大会の時期に
合わせ，下記の要領で開催いたします．
後援：日本科学史学会関東支部
日時：2023年 5月13日（土）14:00～16:00
会場：SOBIZGATES（エスオービズゲイツ）D会議室
　東京都新宿区新宿5‒11‒2 SOBLD2階（東京メトロ/
都営新宿線「新宿三丁目駅」C7出口徒歩 1分）

　オンライン中継を予定．
テーマ：戦前日本におけるベルゲン学派気象学への対応
趣旨：Vilhelm Bjerknes（1862‒1951）らベルゲン学派
と呼ばれる研究者たちにより展開された気象学は，
その低気圧モデルをはじめとして，今日でも気象予
報や気象教育の場において強い影響力を保持してい
る．独自の日本の気象学を進展させてきた戦前日本
の気象界はベルゲン学派気象学に対してどのように
対応したのか，中央気象台を中心とした気象学者・
気象技術官の活動を多くの資料・文献から明らかに
してまとめられた左高豊武氏にご講演いただく．ま
た長く気象庁の予報現場で天気図解析に携わられた
永澤義嗣氏に気象学・気象事業の担い手の観点から
コメントをいただく．日本の気象界が国際的な気象
学の展開にどのように対応しつつ自らの研究・事業
を発展させようとしてきたのか理解を深めたい．
　　本会合は気象学史研究に関心を持つ，より多くの
方の間の情報・意見交換をうながすため，学会員以
外の方にも広く参加を呼びかけて開催する．
プログラム：
1． 戦前日本におけるベルゲン学派気象学への対応―
中央気象台における対応例：公刊資料を中心に

 左高豊武（元東京大学大学院）
　戦前日本におけるベルゲン学派気象学への対応に関
しては，慎重かつ消極的な態度を強調する定説が存在
していたと言える．しかし，その定説は，主として当
時を知る気象人の回想等に基づくものであり，十分な

論証がなされてきたわけではなかった．
　本発表では，『気象集誌』等のジャーナルや書籍をは
じめとした公刊資料の精査に基づき，中央気象台を中
心とした当時の日本気象界において，ベルゲン学派気
象学の内容がどのように紹介・理解・応用されていた
のかについて，具体的な研究例等を引きつつ述べる．
　戦前日本の気象界においては，ベルゲン学派気象学
に対し，慎重性・消極性の枠組みには収まらない，多様
で豊かな対応展開が存在していたことを明らかにする．
2． わが国の天気図に見る大気理解の発達史
 永澤義嗣（元気象庁）
　1883年に日本で最初に天気図が作られてから140年
が経過した．この間に描かれた膨大な数の天気図は，
気象の克明な記録であるとともに，解析者の大気理解
の変遷の記録でもある．天気図には，解析者の大気理
解が反映している．天気図を観察することによって，
解析者がその時の大気の姿をどのように捉え，解釈し
たかを知ることができる．
　本講演では，わが国における天気図表現の変遷を辿
り，中央気象台／気象庁の予報現場で天気図解析に専
心する者たちの大気理解がどのように変化し，進歩し
てきたかを，天気図の具体例を示しながら述べる．そ
の中では，左高氏が注目された戦前日本におけるベル
ゲン学派気象学の理解についても触れてみたい．
参加方法：
　　参加は無料です．参加を希望される方は会場・オ
ンライン中継ともに事前申し込みをお願いいたしま
す．申し込み方法等は気象学史研究連絡会ウェブサ
イト（下記）に掲載いたします．

　https://sites.google.com/site/meteorolhistoryjp/
お問い合せ：
　　上記ウェブサイトの問い合わせフォームをご利用
ください．

　山本　哲（研究連絡会世話人・元気象研究所）
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